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2024年、多文化社会研究会では、
人口減少社会の現実を踏まえて日本の移民政策を

多面的に再考してみたいと思います。
また、移民統合政策指数（MIPEX）や

インターカルチュラル・シティ指数などの
国際比較を通して、日本における外国人との
共生政策や多文化共創政策の特徴と課題を

整理したいと思います。さらには、人権規範における
日本の課題や今後の展望についても議論してみましょう。
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第182回多文化共創フォーラム第182回多文化共創フォーラム

場所：新宿区多文化共生プラザ　多目的スペース
　　　東京都新宿区歌舞伎町2丁目44-1（ハイジア11階）
＊西武新宿線新宿駅、JR新大久保駅、JR新宿駅から徒歩5分
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